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ルギンあるいはデテミルの基礎インスリンをデグルデクへ切り替え、0 週、12 週後と 24 週後にDiabetes 
Therapy-Related QOL（以下、DTR-QOL）を用いて評価された。本研究は地域医療機能推進機構金沢病
院の倫理審査委員会で承認を受けており（承認番号：13-02-01）、すべての被験者において文書同意を取得
した後、実施されている。 
 デグルデクへ切り替え後、１型糖尿病患者では治療効果およびQOLに変化はなかった。一方、2型糖尿
病患者では治療効果に変化はなかったが、QOLは有意に改善した。特に、この改善はDTR-QOL のFactor2
「治療への不安と不満」の因子で顕著であり、Factor2の中でも Item No.23「現在の糖尿病治療法をしな
がら生きていくことを考えると不安になる」の項目に強い関連がみられた。さらに、2型糖尿病患者でイン
スリン治療別に層別解析を行ったところ、強化インスリン療法群ではQOLの変化はなかったが、１日１回
注射群においてQOLの改善が示された。この理由として、長時間作用のデグルデクの特徴により得られた
うち忘れなどによって通常の注射タイミングを逃した時の自己注射可能時間の拡大というフレキシビリテ
ィが、１日１回注射の患者において有益であったと考えられた。なお、すべての対象患者において低血糖
の発現はなかった。 
 デグルデクの第3相試験では、グラルギンと比較した時のQOLの改善が示唆されているが、この要因は
夜間低血糖の発現頻度の低下が関与したと考えられている。その他、治療効果もQOLの規定因子となりう
るが、日常診療の中で実施された本研究は１日１回インスリン注射を行っている2型糖尿病患者のQOLに
対して、自己注射のフレキシビリティが影響するという新しい視点を与えたものであり、学位授与に値す
ると評価された。今後、さらにエビデンスレベルの高いランダム化比較試験を用いて立証していく必要は
あるが、本研究成果によって活動的な患者や認知症の患者などフレキシブルなインスリン治療が必要とな
る場面において、デグルデクがQOLの改善という観点で意味を成すことであろう。 
